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冬 作 イ タ リア ン ラ イ グ ラ ス に お け る

ヒ メ トビ ウ ン カ の 越 冬 問 題

内 藤 篤 ・高 橋 敬 一*

(農業研究センター・*草地試験場)

転 換作 物 と して飼 料作物 の栽 培面 積 が水 田地帯 に増

加 す るにつ れて,イ タ リア ン ライグ ラスが ヒメ トビウ

ンカの発 生源 に なって い るの で はな いか とい う懸念 が

もたれ る ように なっ た。確 か に この牧草 は冬 作物 と し

て冬 か ら春 にか けて生育 が よい ため,一 見好 適 な越 冬

場所 の よ うに見 える。 この研究 はそ う した懸 念 に答 え

る意味 で行 った もので あ る。 な お,試 験 は著 者 らの1

人 内藤 が草地 試験場 在任 当時実 施 した。試験 に協 力あ

るい は有 益 な意見 を いただ いた草地 試験 場 の方 々に厚

くお礼 申上 げ る。

幼 虫 の越冬

1)播 種期 と越冬

試験 方法:イ タ リア ンライ グラスの播 種期 を9月1

日～10月26日 ま で,約2週 間 お きに5段 階 と し,播 種

は散 播 と した 。試験 区 は1区27.5㎡(5×5.5m)2

区制,各 区 の間 に1m幅 の裸地 通路 を設 け,ヒ メトビゥ

ンカの 区間移 動 を防 ぐよ うに した。施肥 そ の他 の栽 培

管 理 はお おむね草地 試 の標準 に従 っ た。品種 はワセ ア

オバ を用 いた。

試 験 は全 て栃木 県西那 須野 町の草 地試 近辺 の農家 よ

り借 り上 げた転 換畑(圃 場の北 東及 び南 西方 面 は水 田

地 帯)で 行 った。

越 冬調 査 は12月4日 と3月6日 の2回,各 区3カ 所

ずつ吸 引捕集 法(内 藤,1974)に よって,一 定面積 内

の地表面 以上 に生 息す る昆虫 を全部 捕集 し,ヒ メ トビ

ウ ンカ越 冬幼 虫数 を調査 した。

試験結 果:第1表 に示 す よ うに,最 も早 い9月1日

区に幼 虫数 がや や多 い傾 向が あ ったが,9月15日 以 後

の区 はいず れ もきわめ て少 なか った。 この地 方 では9

月1日 播 種 は実際 に はな く,早 くて も9月10日 前後 に

播種 され る。

2)越 冬 に及 ぼす年 内刈 の影響

試験 方法:9月 中旬 に イタ リア ンライ グラス を播 種

し,一 方の区は年 内刈 と し,他 の区 はそ の まま刈 らず に

放 任 し,幼 虫 の越冬 量 を比較 した。1区 面積,区 制,

調 査方 法 な どは全 て前述 の試験 と同様 で ある〇

試験 結果:第2表 によ うに,越 冬 前期,後 期 の越冬

密 度 を比較 す る と,年 内刈区 の ほ うが,越 冬 期 間の密

度 減少 程度 が やや大 きい ようで あ った。

第1表 イ タ リア ンラ イ グ ラスの播 種 期 と ヒメ トビ

ウ ンカ の越 冬 密度(虫 数/m2)

第2表 ヒメ トビウ ンカ幼虫の越冬 に及ぼす イタリア ン

ライグラス年内刈の影響(幼 虫数/m2)

3)イ タ リア ン ライ グラス,コ ムギ,水 田畦 畔 にお

ける越冬 密 度

試験 方 法:試 験 圃場 の周辺 で比 較的 イネ科 雑草 の生

育良 好 な 畦畔A,B2カ 所 を選 び各畦 畔 当 た り5ヶ 所

ずつ 吸引捕 集法 に よって越冬 幼 虫密度 を調 査 した。一

方,コ ムギ は品種 農林61号 を10月13日 にイ タ リア ン ラ

イグ ラスと同 時 に播種 した。区制,1区 面 積,越 冬 虫

の調査 方 法 など は前述 の試験 と同様 であ る。
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試験 結 果:第3表 に示 す よ うに,イ タ リア ン ライ グ

ラス圃場 に おけ る ヒメ トビウ ンカの越冬 は,コ ム ギ圃

場 と同様,一 般 に越 冬場 所 と され て いる水 田畦 畔 に比

べ て少 なか った。

春 季 にお ける第1世 代 幼虫 の増殖

調 査方 法:前 述 の越冬 調査 に用 い た イタ リア ンラ イ

グ ラスと コムギの試 験 圃場 を,そ の まま イ タ リア ン ラ

イ グラス第1世 代幼 虫 の増殖 状況 調査 に用 い た。 この

場合 の幼 虫密 度調査 はす くい取 りに よ り,各 区半 等 分

した面積 の ほぼ全面 を毎 回交 互 にす くい取 った。 す く

い取 り回数 は20回 と した。

試 験結 果:第1図 に示 す ように,イ タ リア ンライ グ

ラ ス にお ける増 殖 は,コ ム ギ に比較 して非 常 に少 な

か った。 コムギ では5月 下旬 よ り6月 下旬 の収 穫 まで

急 速 に増 加 したが,イ タリア ンラ イグ ラスで は増加 は

わずか で,最 終 刈 取 の6月1日 で も5匹/㎡ にす ぎ

なか った。 この後 イタ リア ンライ グラ ス圃場 は直 ち に

第3表　 イ タ リア ン ライ 、 コム ギ 、畦 畔 に お け る

ヒ メ トビウ ン カ幼 虫 越 冬密 度 比較(幼 虫 数/m2)

耕起 され たが,念 の ため耕 起 せず に放任 した場 合 で も,

す くい取 り虫 数 は コムギ よ りはるか に少 な く,幼 虫密

度 はその約1/6で あ った(第1図)。

考 察

以上 の試験 を総 合 して結論 か ら先 に言 うと,冬 作 イ

タリア ンライ グラス は ヒメ トビウ ンカの越冬 増殖源 と

して問題 にな るこ とはな いと思 う。越冬 密度 は低 く,

心 配 され てい るよ うな もの で はなか っ

た｡だ だ極端 に早 播 ぎの場合 は多 少越

冬 が増 加す る で あ ろ う が,早 播 き は

年 内 刈 が 行 われ るの で,そ れ に よる

越 冬量 の減 少が あ り得 る。春 季第1世

代 幼虫 の増殖 もイ タ リア ンラ イグ ラス

は コ ム ギ に比 べ て は る か に 少 な か っ

た。 これ は イタ リア ン ライグ ラスは刈

取 が2回(4月22日,5月19日)行

われ,そ れ に よって増殖 が押 え られ た

もの と考 え られ る。他地 域等 で も冬 作

イ タ リア ン ライグ ラスと ヒメ トビ ウン

カの関係 は,こ れ と同一 と思 われ るが,

この結論 を一 般化 す るに は更 に他地 域

での調査 が必 要 であ ろう。
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第1図　 コ ムギ,イ タ リ ア ン ラ イ グ ラス に お け る ヒメ トビ ウ ンカ第1

世 代 幼 虫 の 増 殖


